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1 はじめに

ShareTaskシステムは, ユーザーからジョブの登録を受け付けるジョブ仲介サーバーと, ジョ

ブ仲介サーバーからジョブを取り込んで実行するエージェントとから構成されます.

この文書では, エージェントを計算ノードにインストールする方法について説明します.
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2 対応 OSと Java実行環境について

本ソフトウェア (エージェント)が対応する OSは, 以下の通りです.

• Linux

• Windows

• Mac OS X

本ソフトウェア (エージェント)は, Java SEの上に実現されていますので, Java SE実行環

境 (JRE: Java Runtime Environment, 1.4.2以上)が必要です.

インストール CDには, JREが同梱されていませんので,

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html

から, エージェントをインストールしようとするコンピューターの OS に適合した JRE を

ダウンロードして, インストールしてください.

2011年 7月現在, JREの最新版は,

Java SE Runtime Environment 6u26

です.

まだ実績は少ないですが, OpenJDK でも動作します. OpenJDK のインストールは, 以下

のとおりです.

# yum install java-1.6.0-openjdk

OpenJDKについては, 以下をご覧ください.

http://openjdk.java.net
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3 ファイルの配備手順

3.1 インストールファイルを取得する

エージェントのインストール物件一式は, インストール CDの下記ファイルです.

CLIENT/sharetask_client-{version}.zip

エージェントは Java SE の上に実現されていますので, Java SE 実行環境 (JRE: Java

Runtime Environment) が必要です. インストール CD には, JRE が同梱されていません

ので,

http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/index.html

から, エージェントをインストールしようとするコンピューターの OS に適合した JRE を

ダウンロードしてインストールしてください.

2011年 7月現在, JREの最新版は,

Java SE Runtime Environment 6u26

です.

3.2 インストールディレクトリを決める

エージェントは, 任意の場所をインストールディレクトリにできますが,

/usr/local/sharetask

を標準としています.

アプリケーション一般を/optの下に配置する慣習もありますので,

/opt/sharetask

としてインストールしてもかまいません. その場合は,

/usr/local/sharetask -> /opt/sharetask

とシンボリックリンクを張るとよいでしょう.

もし, どうしても /usr/local/sharetask 以外に配置したい場合は, インストールファイ

ルを展開したのち, bin_agent/stagent.sh の 11行目の

export SHARETASK_HOME=/usr/local/sharetask
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を修正してください.

3.3 インストールファイルを展開する

インストールファイル sharetask_client-{version}.zip を解凍展開します.

この zip ファイル内のディレクトリ構造は, sharetask をトップディレクトリとしてい

ます.

# cd /opt

# unzip -q /media/cdrom/CLIENT/sharetask_client_4.5.0.zip

# ln -s /opt/sharetask /usr/local/sharetask

補足： /media/cdrom の部分は, CDのマウントディレクトリです. 各自の環境に応じて読

み換えてください.

3.4 makeを実行する

インストールファイルを展開して得られたディレクトリ sharetaskの直下にある Makefile

を実行します.

# make install_agent

これで, ファイルパーミッションの設定・シンボリックリンクの生成などが自動的に行われ

ます.

もし, NFS等の共有ファイルシステム上にエージェントのインストールディレクトリを配置

し, 複数の計算ノードでエージェント実行環境を共有する場合は, 2台目以降の計算ノードで

は以下のコマンドを実行してください.

# make install_agent_slave

3.5 Javaのコマンドパスを設定する� �
注意

バージョンアップのために上書きインストールした場合は, この節はスキップしてくだ

さい.� �
/usr/local/sharetask/etc/stagent.env
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は, エージェント起動スクリプト内で使用される変数を設定するファイルです. このファイ

ルで Javaコマンドのパスを表す変数 SHARETASK_JVMの値を設定します.

はじめてエージェントをインストールする場合は,

/usr/local/sharetask/etc/stagent.env.template

を

/usr/local/sharetask/etc/stagent.env

にファイル名を変更した上で, SHARETASK_JVMの値がインストール環境の Javaと整合する

ように編集してください. OpenJDKの場合は, 一般的には

SHARETASK_JVM = /usr/bin/java

となります.

� �
注意

GNUの Javaを呼び出さないように注意してください. エージェントは, GNUの Java

では動きません. java -versionで確認するとよいでしょう.� �
% /usr/bin/java -version

java version "1.6.0_20"

OpenJDK Runtime Environment (IcedTea6 1.9.8) (rhel-1.22.1.9.8.el5_6-i386)

OpenJDK Server VM (build 19.0-b09, mixed mode)

のように表示されれば大丈夫です.
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4 設定

4.1 設定ファイル stagent-boot.confを編集する� �
注意

バージョンアップのために上書きインストールした場合は, この節はスキップしてくだ

さい.� �
/usr/local/sharetask/conf/stagent-boot.conf

は, エージェントが接続するジョブ仲介サーバーの URLを設定するファイルです.

はじめてインストールする場合は,

/usr/local/sharetask/conf/stagent-boot.conf.template

を

/usr/local/sharetask/conf/stagent-boot.conf

にファイル名を変更した上で, 以下の編集を行ってください.

/usr/local/sharetask/conf/stagent-boot.conf を環境にあわせて編集します.

define_server {

base_url = http://my-server-host/stask

name = my-server-name

priority = 0

}

• my-server-hostの部分は, ジョブ仲介サーバーが稼働するホストの IPアドレスあ

るいはホスト名です.

• my-server-name の部分は, ジョブ仲介サーバーにつける任意の名前です. 管理画面

上での表示名となります. ホスト名と同一でかまいません.

• priority は, ジョブ仲介サーバーが冗長構成をとっている場合に, 優先順位を指定す

るゼロ以上の整数値です. ゼロが最も優先順位が高いです.

補足 : define_serverセクションは, 複数個記述できます.
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2 個以上記述された場合, priority の値で指定された順にジョブ仲介サーバーへの接続を

試みます.

priorityの値が同一のものが 2個以上記述された場合, 接続を試みる順番は不定です.

4.2 ジョブ実行ディレクトリを作成する

Linuxの場合, この節の操作は, 「3.3 インストールファイルを展開する」で

make install_agent

によって自動的に行われていますので, スキップしていただいてかまいません.

エージェントは, ジョブを実行する際にワークディレクトリを動的に作成し, このディレクト

リの中に入力ファイルを展開することにより, アプリケーション実行に必要なディレクトリ

環境を用意します. そして, このワークディレクトリをカレントディレクトリとしてアプリ

ケーションを実行します.

このワークディレクトリは, SHARETASK_WORK で指定されるディレクトリの配下のサブディ

レクトリとして生成されます.

表 4.2.1 配下のディレクトリ

ディレクトリ 用途

$SHARETASK_WORK/auth ジョブ仲介サーバーへのアクセス認証情報ファイルを格納

する

$SHARETASK_WORK/jobs ジョブ実行のためのワークディレクトリを生成するベース

ディレクトリ

この SHARETASK_WORKの変更には, 表 4.2.2の設定を編集します.

例：

SHARETASK_WORK=/tmp/sharetask

set SHARETASK_WORK=D:\sharetask\spool
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表 4.2.2 設定ファイルの編集

OS 設定ファイル 編集する行

Linux
$SHARETASK_HOME/etc

/stagent.env

SHARETASK_WORK=/var/spool

/sharetask

Windows
%SHARETASK_HOME%/bin_agent_win

/stagent.bat

set SHARETASK_WORK =

%SystemDrive%\sharetask\spool

Linuxの場合は, 以下の操作でディレクトリを作成してください.

# mkdir -p /var/spool/sharetask/{auth,jobs}

Windowsの場合は, 以下の操作でディレクトリを作成してください.

mkdir D:\sharetask\spool

4.3 ログファイルを設定する

エージェントの挙動のロギングについては, Log4Jを使用しています. ログファイルのパス

設定は, Log4Jの設定ファイルで行います.

Log4Jの設定ファイルは, OS毎に表 4.3.1のように用意されていますので, 対応するファイ

ルを編集してください.

表 4.3.1 Log4J設定ファイル

OS Log4Jの設定ファイル 編集する行

Linux
$SHARETASK_HOME/etc/log4j.prop log4j.appender.file.File

=/var/log/sharetask-agent.log

Windows
$SHARETASK_HOME/etc/

log4j_win.prop

log4j.appender.file.File

=C:\\sharetask\\var\\log\\

sharetask-agent.log

$SHARETASK_HOMEは, 標準のインストールでは /usr/local/sharetaskです.

はじめてインストールする場合は,

$SHARETASK_HOME/etc/log4j.prop.template (Linux)
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$SHARETASK_HOME/etc/log4j_win.prop.template (Windows)

を

$SHARETASK_HOME/etc/log4j.prop (Linux)

$SHARETASK_HOME/etc/log4j_win.prop (Windows)

にファイル名を変更した上で, 上記の編集を行ってください.

バージョンアップのために上書きインストールした場合は, この節はスキップしてください.

4.4 スプールディレクトリを設定する

エージェントがジョブを実行する際のワークディレクトリを作成したりするためのディレク

トリを, スプールディレクトリと呼びます.

標準では, /var/spool/sharetask としています.

これを変更するには, $SHARETASK_HOME/etc/stagent.env の次の行を編集してくだ

さい.

SHARETASK_WORK=${SHARETASK_WORK:=/var/spool/sharetask}

この配下に表 4.4.1の 2つのディレクトリを用意します.

表 4.4.1 スプールディレクトリ

ディレクトリ 用途

/var/spool/sharetask/auth ジョブ仲介サーバーへのアクセス認証情報ファイルを格納

する

/var/spool/sharetask/jobs ジョブ実行のためのワークディレクトリを生成するベース

ディレクトリ

具体的には, 次の操作でディレクトリを生成します.

# mkdir -p /var/spool/sharetask/{auth,jobs}

4.5 エージェントの自動起動を設定する

Linuxの場合, この節の操作は, 「3.3 インストールファイルを展開する」で
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# make install_agent

によって自動的に行われていますので, スキップしていただいてかまいません.

OSブート時に自動的にエージェントが起動し, シャットダウン時は自動的にエージェントが

終了処理を行うように, /etc/init.d/ に以下の手順で起動スクリプトを設定します.

# ln -s /usr/local/sharetask/bin_agent/sharetask-agent/etc/init.d/sharetask-agent

# /sbin/chkconfig --add sharetask-agent

Windowsの場合は, タスクスケジューラーに

%SHARETASK_HOME%\bin_agent_win\stagent.bat

を登録します.
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5 エージェントの起動と終了

5.1 Linuxの場合

エージェントの起動と終了は, 起動スクリプト /etc/init.d/sharetask-agent で行いま

す.

表 5.1.1のような引数があります.

表 5.1.1 エージェント起動の引数

操作 引数 補足

エージェントを起動する start

エージェントを終了する stop 実行中のジョブがあればその終了を待つ

エージェントを強制終了する halt 実行中のジョブがあれば強制終了する

エージェントを再起動する restart 実行中のジョブがあればその終了を待つ

エージェントを強制再起動する hrestart 実行中のジョブがあれば強制終了する

エージェントが稼働中かどうかを知る status

例： エージェントを終了する場合

# /etc/init.d/sharetask-agent stop

5.2 Windowsの場合

エージェントを起動するには,

%SHARETASK_HOME%\bin_agent_win\stagent.bat

を起動します.

エージェントを終了するには, タスクマネージャーから java.exeを見つけて, これを終了

させてください.
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6 ジョブのポーリングを設定する

ジョブのポーリングを設定するには, ジョブ仲介サーバーの「エージェントコントロールリ

スト」画面を使います.

以下, 設定ファイルとは, ジョブポーリング設定ファイルを意味します.

6.1 設定ファイルを作成・編集する

エージェントコントロールリスト画面を開きます.

新しく設定ファイルを作成する場合は, 設定ファイル欄にファイル名を入力し, [new/edit]

ボタンを押します.

例： mine.conf

"New/Edit config file"というウィンドウが開きますので, 設定を記述します. 設定例

は, 次節 6.2をご覧ください.

6.2 設定ファイルの例

define_resource {

max_procs = 1

polling_interval = 60

keepalive_interval = 15

}

define_program {

name = myappl1

version = single

executable = /opt/myappl1/myprog1

workdir_parent = /var/spool/sharetask/jobs

mpi = false

}

define_program {

name = myappl2
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version = para

executable = /opt/myappl2/myprog2

workdir_parent = /var/spool/sharetask/jobs

mpi = true

}

この設定例では, myappl1 と myappl2 というアプリケーションについてのジョブのポーリ

ングを設定しています.

myappl1は逐次処理型実行であり, myappl2は並列実行です (mpi).

キュー (ジョブクラス)の名前は, それぞれ singleと paraです (version).

実行ファイルのパスを executableで記述します.

workdir_parentは, ジョブを実行するためのテンポラリディレクトリを作成するパス (親

ディレクトリ)です.

6.3 ジョブポーリング設定ファイルのパラメーター
表 6.3.1 ジョブポーリング設定ファイルのパラメーター
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キーワード 意味 値

define_resource 共通パラメーターを記述するセクションの開始を宣言

max_procs この計算ノードから払い出せる CPU コアの最大数 正の整数

polling_interval ジョブ仲介サーバーにジョブを問い合わせる間隔 正の整数 (秒)

keepalive_interval ジョブ仲介サーバーにジョブ実行状態を通知する間隔 正の整数 (秒)

rsrc_monitor リソース情報を取得する外部プログラムのパス パス文字列

check_filesystem ファイルシステム空き容量取得対象のパス (ドライブ) パス文字列

define_program ジョブキューを記述するセクションの開始を宣言する

name アプリケーションの名前 文字列

version ジョブキューの名前 文字列

executable アプリケーションの実行ファイルのファイルパス パス文字列

wrapper ジョブ実行を監視制御するためのラッパープログラム パス文字列

time_limit ジョブ実行の打ち切り時間 (wrapper が必要) 正の整数 (秒)

workdir_parent ジョブ実行のテンポラリディレクトリの親ディレクト

リ

パス文字列
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キーワード 意味 値

mpi MPI 並列をサポートするか true | false

define_server ジョブ仲介サーバーへの接続情報を記述するセクショ

ン

base url ジョブ仲介サーバーのベース URL [http|https]://.../stask

name ジョブ仲介サーバーの管理上の識別名 文字列

priority 冗長構成の際の優先順位 ゼロ以上の整数

• executableの値が, /以外の文字から始まる場合は, ShareTaskのインストールディ

レクトリ ($SHARETASK_HOME)からの相対パスとして解釈される.

• wrapperの値が, / 以外の文字から始まる場合は, ShareTaskのインストールディレ

クトリ ($SHARETASK_HOME)からの相対パスとして解釈される.

• wrapper として, $SHARETASK_HOME/bin_agent/jobwrapper0(シェルスクリプト)

が提供されています (「6.4 設定ファイルの例 2」を参照).

wrapper = bin_agent/jobwrapper0

• time_limit は, wrapper として bin_agent/jobwrapper0 を設定したときに有効

になる.

• wrapper = bin_agent/jobwrapper0を設定しているにもかかわらず, time_limit

を設定しないときは打ち切り時間は設定されず, 無限に実行される.

• workdir_parent の値が, / 以外の文字から始まる場合は, ShareTaskのワークディ

レクトリ ($SHARETASK_WORK)からの相対パスとして解釈される.

• $SHARETASK_WORK は, <インストールディレクトリ>/etc/stagent.envの中で定義

される.

• $SHARETASK_HOME は, <インストールディレクトリ>/bin_agent/stagent.sh の 11

行目付近で定義される (近日, 改善予定).

• #以降はコメントとして無視される.
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6.4 設定ファイルの例 2 ⟨ Linux計算ノードの場合 ⟩

define resource{
max procs = 1

polling interval = 60

keepalive interval = 15

rsrc monitor = /usr/local/sharetask/bin agent/rsrc monitor.sh

check filesystem = /

}
define program{

name = myappl1

version = single

executable = /opt/myappl1/myprog1

wrapper = bin agent/jobwrapper0

time limit = 86400

workdir parent = /var/spool/sharetask/jobs

mpi = false

}

define program {
name = myappl2

version = para

executable = /opt/myappl2/myprog2

wrapper = bin agent/jobwrapper0

time limit = 86400

workdir parent = /var/spool/sharetask/jobs

mpi = true

}

• wrapper の使用により, 時間制限 time_limit を指定できる.
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6.5 設定ファイルの例 3 ⟨ Windows計算ノードの場合 ⟩

define_resource {

max_procs = 4

polling_interval = 15

keepalive_interval = 15

rsrc_monitor = C:\\sharetask\\bin_agent_win\\rsrc_monitor.bat

check_filesystem = C:

}

define_program {

name = dispat

version = Sw

executable = C:\\sharetask\\appl\\dispat.bat

workdir_parent = C:\\sharetask\\var\\spool\\sharetask\\jobs

}
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7 ポーリング設定をエージェントに配布する

ジョブポーリング設定をエージェントに配布するには, ジョブ仲介サーバーの「エージェン

トコントロールリスト」画面を使います.

以下, 設定ファイルとは, ジョブポーリング設定ファイルを意味します.

7.1 操作手順

7.1.1 設定ファイルを計算ノードに割り当てる

「エージェントコントロールリスト」画面の設定ファイル欄に, 配布した設定ファイル名を

入力します. 「*」を入力するか, ダブルクリックで設定ファイルの全候補がリストされるの

で, そこから選択することもできます. また, はじめの文字を入れるだけでも, 該当する設定

ファイルの候補がリストされますので, そこからも選択できます.

[set]ボタンを押すと, エージェント一覧の設定ファイル欄に, 選択した設定ファイルが設

定されます.

もし, 一部のエージェントに対してのみ適用したい場合は, 画面上部のフィルター欄に選択

条件を入力して [フィルター] ボタンを 押すと, 絞り込みが行われますので, その上で [set]

ボタンを押すと, 絞り込んだエージェントに対してのみ適用されます.

7.1.2 エージェントを不活性状態 (inactive)にする

エージェント一覧のステータス欄が inactive になっていれば, この節の操作は不要です.

次節へ進んでください.

「エージェントコントロールリスト」画面の [stop]ボタンを押します. エージェント一覧の

コマンド欄が stopに変わります. 数十秒以内に, ステータス欄が inactiveに変わります.

(エージェントは, 60秒間隔で定期的にジョブ仲介サーバーに状態遷移要求を問い合わせて

いますので, 最長 60秒待てば状態が遷移します)

inactiveになったエージェントは, それまでの設定情報を破棄して不活性な状態になって

います.
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7.1.3 エージェントを活性状態 (operational)にする

「エージェントコントロールリスト」画面の [start]ボタンを押します. エージェント一覧

のコマンド欄が start に変わります. 数十秒以内にステータス欄が operational に変わ

ります. operationalになったエージェントは, 設定ファイルを読み込み, その設定にした

がってジョブのポーリングを開始しています.

図 7.1.1 エージェントコントロールリスト
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8 問題を解析する

期待通りに動作しない場合は, ログファイルを解析します.

ログファイルの所在は, 「4.3 ログファイルを設定する」 を参照してください.
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9 ジョブへ継承される環境変数

wrapper を使用している場合において, ジョブが実行されるとき, 次の表 9.0.1 の環境変数

がエージェントから継承されます.

表 9.0.1 エージェントから継承される環境変数

環境変数名 意味

SHARETASK_JOB_ID ジョブ ID

SHARETASK_PWD ジョブの実行ディレクトリパス

SHARETASK_OUTDIR 制御ファイルを生成するディレクトリパス

SHARETASK_STDIN ジョブの標準入力に接続されたファイルのパス

SHARETASK_STDOUT ジョブの標準出力に接続されたファイルのパス

SHARETASK_STDERR ジョブの標準エラー出力に接続されたファイルのパス

SHARETASK\_HOSTS ジョブに割り当てられた計算ノードリストのファイルパス (MPI の

マシンファイル)

SHARETASK\_NP ジョブに割り当てられた CPUコア数 (stsubmit -npオプションで

指定した CPUコア数と同じ)

9.1 注意

これらの環境変数は, 以降の例のように, wrapper として bin_agent/jobwrapper0 を 指

定したときに継承されます.

9.2 ポーリング設定ファイルの例

9.3 mpirunの例

ジョブとして実行されるスクリプトの中で, 以下のように記述します.

mpirun -np $SHARETASK_NP -machinefile $SHARETASK_HOSTS $*

9.4 関連

stsubmit コマンド
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define program {
name = myappl2

version = para

executable = /opt/myappl2/myprog2

wrapper = bin agent/jobwrapper0

time limit = 86400

workdir parent = /var/spool/sharetask/jobs

mpi = true

}

以上
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